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発表内容  鶏肉はカンピロバクター、サルモネラおよび多剤耐性大腸菌等に高率に
汚染されていることから、鶏肉の生食等によりそれらの食中毒菌と同様に、
多剤耐性大腸菌にも感染する可能性は否定できない。そこで、ある検査機
関でカンピロバクター腸炎患者から同時に分離された大腸菌の各性状につ
いて検討した結果を報告する。 
材料は 2006～2010 年に福井県内の A検査機関において、カンピロバクタ
ーとともに分離された O血清型判明の大腸菌 64 株を用いた。方法は 64 名
の分離月および患者年齢を集計し、市販血清により H 血清型別を調べた。
薬剤感受性試験は、12 種類の薬剤を用いて KB 法により行い、さらに CTX、
CPFX、NA および KM の耐性株については、最小発育阻止濃度（MIC）を寒天
平板希釈法または Etest で測定した。 
 その結果、64 株のうち 16 株が 11 月～3 月に分離され、年令区分では 0
～9歳が 33 株を占めた。血清型は O1：H12 が 15 株、O1：H7 が 10 株、O1：
HNM および O1：HUT が各 5 株、および O1：H6 が 3 株で O1 の血清型だけで
38 株を占めた。薬剤耐性株は 19 株あり、ESBL 産生菌は 2剤耐性で CTX-M-9 
group の O1：HNM および 5剤耐性で CTX-M-2 group の O111：HUT の 2 株で、
4剤耐性の O15：H6 は CTX に耐性を示したものの ESBL 産生菌と同定されな
かった。また、5株が KM 単独耐性の O1：H12、7 剤耐性の O25：H4 および 3
株のうち 1株が 8剤耐性の O1：H6 は、ヒトから CTX-M 型 ESBL 産生菌とし
て多く分離されている血清型であったが、今回は確認されなかった。ESBL
産生菌においてヒト由来株と鶏肉由来株との関連性について否定する意見
もある。一方、鶏肉摂取によりカンピロバクターと共に ESBL 産生大腸菌が
消化管に混入したものと推定されるとの報告もあることから、今回、確認
された 2株の CTX-M 型 ESBL 産生菌なども同様の可能性があり、鶏肉におい
ては食中毒菌のみならず ESBL 産生大腸菌等の多剤耐性菌についても留意
する必要があると思われた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


